歴史地震研究会2007年度　第1回幹事会　

2007年10月4日17:00~19:30　於地震研究所第3会議室　
出席者：都司(前年度の反省・総括のために幹事会から参加を要請)・北原・武村・松浦・堀川・植竹・宍倉・小松原
１　２００６年度の反省とまとめ

· 総会に関して：総会では人事に関連して個人攻撃的な発言があったが，このような事態を回避するためにも，会長、監査、幹事に関する新たな選挙規定を設ける方が良い．
· 大会準備に関して：大会準備にあたって一部幹事に過大な負担が生じたが，今後は行事幹事の下に委員会を設けて複数者で担当することとする．
· 地方大会の進め方に関して：自治体などとの共催・後援のありかたは慎重にすべきではないか？大学など学術機関を利用することを考えた方が良いのではないか，という意見が出された．
研究会として今まで取り組んできた，自治体との関係や防災講演の開催を全面的に見直すことは好ましくなく，より良い形で続ける工夫をすべきという意見が出された．特に市民向け講演については様々な意見が出されたが，今年度幹事会でさらに検討する．

２　編集規定について

・前・今年度編集委員会で作成した編集規定案を一括して承認．次号の歴史地震から適用する．
・新編集規定は，総会議事録・原稿募集・標準型式と共に会員向けに郵送する．

・完成原稿は可能な限りwordで提出するように著者に依頼する．Vistaで原稿を作成する人は互換可能な型式で送るように要望するが，編集規定には明記しない．

・図書館などへの配布分の印刷費その他については、今後も継続できる見込みとの前会長からの判断が示された．
３　会誌交換先について

・地方史研究，日本史研究，地方史情報に会長作成の送付文を添えて総務幹事が18号以降のバックナンバーを贈る．

・都司研究室に保管されている残部について確認の上，国会図書館にもある限りのバックナンバーを贈る．
・そのほかの学会について：リンク先候補の学協会に対して広報幹事がリンクに関する交渉を行なう．なおリンク先候補については前年度幹事会でも検討している．
４　つくば大会の準備状況報告

・宿舎の紹介は行なうが，団体予約は行なわない．

・大会の詳細な日程については次回幹事会まで行事幹事が調べる．

・予稿集は編集委員会が100部簡易印刷で作成する．
・巡検(国土地理院の地図と測量の科学館と交渉中)は適当な場所に集合し貸し切りバスで移動する方針でバス会社を探している．
・行事委員会は委員長の下に武村，北原・小松原・金田が加わる．

５　各幹事の役割分担の確認

幹事の役割分担を再確認した．

６　会員からの提案への対応

会員から「歴史地震データベースの作成」「在外研究者の招聘」「刊行物の出版」「大会における特別セッションの設定」の４件の提案・要望を聞いている．

・データベースに関しては、提案者が具体的に方針を立て、自ら中心になって実行できる体制を考えていただきたい。幹事会は可能な範囲でサポートはできるが、主体になる余裕はない。
・在外研究者の招聘と出版物の刊行については予算的に無理であり，会としての活動としては対応できない．

・特別セッションについては，特定分野を特別扱いすることはしないが，シンポジウム型式で集中討論ができるような形を可能性も含めて行事委員会の中で検討する．
７　第2回幹事会の日程

12月14日(金曜)15時～17時地震予知総合研究振興会5階の会議室にて
